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ごあいさつ  
 

1997年の第一回開催以来、アムステルフェーン市におけるジャパン・フェスティバル

はオランダで最も主要な日蘭文化交流イベントとして、オランダ全土からはもちろんの

こと外国からも訪問客が訪れるまでに発展してまいりました。2016年以降当フェスティ

バルは、日本人とオランダ人コミュニティの絆の強化を目指す非営利団体「ジャパン・

フェスティバル財団」が主催し、毎年開催しております。 

残念ながら2019年以降、コロナの影響により2020年、2021年と2年連続開催を見合わ

せましたが、オランダ国内の状況はワクチン接種率含め、状況が徐々に改善しており、

フェスティバルの開催を通じて「リ・コネクト」できる時期がようやく見えてまいりま

した（2021年9月28日現在）。ジャパン・フェスティバル財団ボード会議では、2022年

6月19日(日)のフェスティバル開催実現に向け、現在着々と準備を進めております。 

会場は前回2019年の開催場所と変わらずアムステルフェーン市中心のStadspleinです。 

  

本スポンサーシップご提案書ではジャパン・フェスティバル2022の基本情報ととも

に、スポンサー参画へのご理解、ご協力を頂けるよう、ご案内をしております。 

ジャパン・フェスティバルはアムステルフェーン市、Amsterdam inbusinessなどオラン

ダ政府、団体からのご支援をはじめ、企業・諸団体のスポンサーシップより開催が可能

となっております。 

  

約2年9か月ぶりとなるジャパン・フェスティバル2022のテーマは、”Reconnect for 

tomorrow”としました。本フェスティバルを通じて、またつながることができた喜びを

皆さまと分かち合い、日本とオランダとの絆を未来につなげていきたいという願いを込

めました。 

  

来年の開催に向け、皆さまのご理解御協力を賜りますよう何卒よろしくお願い申し上

げます。 

 

ジャパン・フェスティバル財団  

議長 久保田 健太郎  

 

 

 

3 
Stichting Japan Festival   www.japanfestival.nl 

 



   
 

ジャパン・フェスティバル 2022  

日本とオランダは400年以上の豊かな歴史を有します。特に過去60年の間、多くの日本

企業がオランダに進出。この間、アムステルダム地域は日本との絆を深めてまいりまし

た。多数の日系企業進出に伴い、現在約4000人からなる日本人コミュニティはアムステ

ルダム地域で最大の海外駐在員コミュニティとなっています。 

 

日本人駐在員のほとんどのオランダ駐在期間は通常１年から5年ですが、中にはこちら

にマイホームを持つ人もいます。ここオランダでの滞在は一時的なものですが、地元コ

ミュニティに溶け込み、地域に属している、という事を実感していただくことが大切で

あることはもちろんですが、同時に彼らはオランダにおける日本の”親善大使“であると

もいえます。ジャパン・フェスティバルを通じ、駐在員を中心に、日本の方々に、日本

から遠く離れたここオランダでも「故郷」を感じていただき、同時にアムステルダム地

域を訪れ、また居住する様々な国籍の人々にも日本文化紹介の場となることを願い、非

営利団体である私もジャパン・フェスティバル財団はヨーロッパ最大級のジャパン・フ

ェスティバルを計画、準備そして実行して参りました。 

 

  

【会場の構想図（部分、2022 年計画による）】 

 

ジャパン・フェスティバルは毎年大成功を収め、近年には一日で2万人もの集客数を誇

っております。屋外広告、ソーシャルメディア、フライヤーキャンペーン、口コミによ

り、アムステルダム地域のみならずオランダ全土、また、オランダ国外からも多くの

方々にアムステルフェーンへお越しいただき、フェスティバルを楽しんでいただいてお

ります。さらに当フェスティバルは日系企業の駐在員コミュニティだけでなく、オラン

ダ人コミュニティも毎年楽しみにしています。フェスティバル開催により地元住民、日

本人コミュニティ、日系企業各社が互いのふれあいの場を提供し、日系ビジネスと地域
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コミュニティとの関係を深めることは当フェスティバルの重要な目的でもあります。さ

らにアムステルダム地域には海外駐在員が多いため、多種多様な文化背景の人々がこの

フェスティバルを訪れるため、ジャパン・フェスティバルにユニークな国際色を添えて

います。 

 

過去数回のジャパン・フェスティバルは秋に開催されましたが、次回フェスティバル

には初夏の2022年6月19日（日）に開催となります。アムステルフェーンの中心市街地

は地元住民と日本人コミュニティがユニークなフェスティバル体験を共有する出会いの

場へと変容いたします。前回2019年開催まではディワリフェスティバル（秋のインドコ

ミュニティのヒンドゥー教の祭典）との大型テント共同使用（ディワリは土曜日、ジャ

パン・フェスティバルは日曜にそれぞれ使用）による屋内イベントでしたが、次回は開

催時期を初夏に、テントは使用せず、当フェスティバルの単独開催による屋外イベント

とし、夏祭りの雰囲気をお楽しみいただく予定で、フェスティバル会場に一歩足を踏み

入れた瞬間、全身で日本の夏を体験していただけるよう、準備を進めて参ります。 

 

また、当日は日本の音楽、舞踏、舞台芸術、ワークショップなど華麗で本格的なプロ

グラムをご用意。日本文化の紹介やワークショップはもちろんのこと、オランダ屈指の

日本食レストランの数々が参加し、日本の「味」を皆様にお届けします。様々なプログ

ラムが終日組み込まれ、日本文化、芸術、地元コミュニティや海外駐在員コミュニティ

の参加なども予定されており、皆さまに一日を通してオランダにいながら日本を感じ、

味わい、体感し、楽しんでいただけると信じております。 

 

過去のフェスティバルの様子はホームページ上の「ギャラリー」からご覧ください。 

www.japanfestival.nl 
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ジャパン・フェスティバル・スポンサーシップ情報  

 

ジャパン・フェスティバルはスポンサー各位の多大なるご理解と御協力により、多くの

来場者に無料でご入場いただくことが可能となっております。是非御社にも次回フェス

ティバルのサポーターになっていただき、フェスティバルをご支援いただきますことを

お願い申し上げます。当フェスティバルは複数のスポンサー・パッケージがあります

が、（7ページ以降参照ください）ジャパン・フェスティバルにおけるスポンサーの特

典は以下の通りです。 

 

▪ 約2万人の来場者（主に海外駐在員や若い起業家、その家族）への企業ロゴ広

告露出 

▪ 幅広い日本関連ビジネス・コミュニティへのアクセス 

▪ 自社社員たちをオランダ最大の日本関連フェスティバルへ招待するチャンス 

▪ スポンサー企業、団体、日蘭政府関係者などが集うジャパン・フェスティバル・

ネットワーク・レセプションへのご招待 

 

広報・プロモーション 

アムステルダム地域中心の大規模広報キャンペーン 

▪ 屋外広告（レストランや公共エリア） 

▪ A0サイズの大型看板広告設置（アムステルフェーン市内約２０カ所） 

▪ ジャパン・フェスティバル ウェブサイトwww.japanfestival.nl上での広報 

▪ ソーシャルメディア・キャンペーン（Facebook, IG, Twitter） 

▪ JCC、日本関連企業、amsterdam inbusinessなどの会報誌やニュースレター 

▪ オランダの日本関連団体や組織のニュースレター 

 

ジャパン・フェスティバル・ネットワーク・レセプション 

今回もスポンサー各社とその顧客のために、恒例のジャパン・フェスティバル・ネット

ワーク・レセプションを開催予定です。 このネットワーク・レセプションではスポン

サー各位が一同に会し、ご歓談いただくことによりを他のスポンサーとのネットワーク

構築の機会をもご提供すると共にジャパン・フェスティバルの真髄を開催直前に体感い

ただくことも可能です。 
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スポンサー・パッケージ 

プラチナ：EUR 10,000 

▪ フェスティバル開催中、会場全体と舞台にて会社名/ロゴの展示 

▪ ジャパン・フェスティバル・ネットワーク・レセプション開催中、会社名/ロゴ

を展示 

▪ ポスターやフライヤーなど広報出版物に企業ロゴ（特大）掲載 

▪ 地方紙に企業ロゴ（特大）掲載 

▪ ジャパン・フェスティバル・ウェブサイト上に企業ロゴ（特大）掲載 

▪ フェスティバル会場全体と舞台上の看板に企業ロゴ（特大）掲載 

▪ ソーシャルメディアにスポンサー企業として会社名を掲載 

▪ ジャパン・フェスティバル・ネットワーク・レセプション招待状 6枚 

▪ フェスティバル当日、専用ブースを無料でご提供。貴社の商品やサービスをプ

ロモーションすることが可能 

▪ 舞台エンターテインメント・プログラム中に、御社名を言及することも可能 

▪ プラチナスポンサーには自社製品やサービスを宣伝するためのブースをフェス

ティバル敷地内に無料提供いたします。さらに、エンターテイメントプログラ

ム中、スポンサーとして企業名を紹介します。 

 

ゴールド：EUR 5,000 

▪ フェスティバル開催中、会場全体と舞台にて会社名/ロゴを展示 

▪ ジャパン・フェスティバル・ネットワーク・レセプション開催中会社名/ロゴを

展示 

▪ ポスターやフライヤーなど広報出版物上に企業ロゴ（大サイズ）掲載 

▪ 地方紙に企業ロゴ（大サイズ）掲載 

▪ ジャパン・フェスティバル・ウェブサイト上に企業ロゴ（大サイズ）掲載 

▪ フェスティバル会場と舞台上の看板に企業ロゴ（大サイズ）掲載 

▪ ソーシャルメディアにスポンサー企業として会社名を掲載 

▪ ジャパン・フェスティバル・ネットワーク・レセプション招待状4枚 

▪ プラチナスポンサー同様に、ゴールドスポンサーへはフェスティバル当日、専

用ブースを無料でご提供。貴社の商品やサービスをプロモーションすることが

可能です。  

 

Stichting Japan Festival   www.japanfestival.nl 
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シルバー：EUR 3,000 

▪ フェスティバル開催中、会場全体と舞台にて会社名/ロゴを展示 

▪ ジャパン・フェスティバル・ビジネス・イベント開催中会社名/ロゴを展示 

▪ ポスターやフライヤーなど広報出版物上に企業ロゴ（中サイズ）掲載 

▪ 地方紙に企業ロゴ（中サイズ）掲載 

▪ ジャパン・フェスティバル・ウェブサイト上に企業ロゴ（中サイズ）掲載 

▪ フェスティバル会場と舞台上の看板に企業ロゴ（中サイズ）掲載 

▪ ソーシャルメディアにスポンサー企業として会社名を掲載 

▪ ジャパン・フェスティバル・ネットワーク・レセプション招待状2枚 

 

ブロンズ：EUR 1,500 

▪ フェスティバル会場と舞台上の看板に企業ロゴ（小サイズ）掲載 

▪ ジャパン・フェスティバル・ウェブサイト上に会社名掲載 

▪ ジャパン・フェスティバル・ネットワーク・レセプション招待状1枚 

 

* 全料金にはVATは含まれていません。 

 

*その他、カスタムメイドのスポンサーシップも可能。ご提案やアイデアなどございま

したら、お気軽にご相談ください。 
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スポンサーシップ詳細 早見表 

 

 

 プラチナ 

10,000 Euro 

ゴールド 

5,000 Euro 

シルバー 

3,000 Euro 

ブロンズ 

1,500 Euro 

フェスティバル開催中、会場全体

と舞台にて会社名/ロゴを展示 
✓ ✓ ✓ 

 

フェスティバル当日、専用ブース

を無料でご提供 
✓ ✓  

 

ジャパン・フェスティバル・ネッ

トワーク・レセプション開催中、

会社名/ロゴを展示 

✓ ✓ ✓ 
 

ポスターやフライヤーなど広報出

版物に企業ロゴ掲載 
✓ 

（特大） 

✓ 

（大） 

✓ 

（中） 

 

ソーシャルメディアにスポンサー

企業として会社名を掲載 
✓ ✓ ✓ 

 

地方紙に企業ロゴ掲載 

✓ 

（特大） 

✓ 

（大） 

✓ 

（中） 

 

ジャパン・フェスティバル・ウェ

ブサイト上に企業ロゴ掲載 
✓ 

（特大） 

✓ 

（大） 

✓ 

（中） 

✓ 

（企業名） 

フェスティバル会場と舞台上の看

板に企業ロゴ掲載 
✓ 

（特大） 

✓ 

（大） 

✓ 

（中） 

✓ 

ジャパン・フェスティバル・ネッ

トワーク・レセプション招待状 

6 4 2 1 
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【参考資料】 

 

ジャパン・フェスティバル 2019のポスターおよびフライヤー 

 

 

 

 

10 
Stichting Japan Festival   www.japanfestival.nl 

 



   
 

コンタクト詳細 
スポンサーに関するお問合せ先： 

担当：ジャパン・フェスティバル財団プログラム運営委員 鈴木 和子  

 T: +31(0)6 15 36 37 76 ｜ E: suzuki@jcc-holland.nl  

 

*訪問者数はCovid-19規制に準じて変動します 
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ジャパン・フェスティバル財団 2022 

 

議長: 

久保田 健太郎* (JCC副会頭、Nomura Financial Products Europe GmbH, Nederlandse Bransche 

ジェネラルマネージャー) 

会計: 

中川 宗久（MUFG Bank (Europe) N.V.マネージングダイレクター） 

秘書官: 

ユリアン・リックート* Mr. Julien Rikkoert*  (Amsterdam inbusiness ジャパンデスク チーフ) 

役員: 

梶原 伸介（JCC副会頭、欧州みずほ銀行 頭取） 

ティヌス・クリッケ (AON Risk Solutions マネージング ダイレクター) 

 関口 暁彦（JCC理事、Toyota Motor Finance (Netherlands)BV  マネージング ダイレクター） 

フェリー・ファン スホーンホーフェン  (Lexence マネージング パートナー) 

ミヒール・ルールフセマ （ホテルオークラ アムステルダム 総支配人） 

相談役: 

クリスタ・デ ケンプ (Dujat 蘭日貿易連盟 マネージング ダイレクター) 

長田 幾子（元在蘭日本商工会議所事務局次長） 

諮問委員: 

堀之内 秀久（駐オランダ日本国特命全権大使） 

ヒルデ・ファン デル メーア（NFIAオランダ経済省 企業誘致局局長） 

プロジェクトマネジメントメンバー: 

鈴木 和子* （JCC在蘭日本商工会議所事務局長） 

大島 明子 （在オランダ日本国大使館三等書記官） 

 

*プログラム運営委員 

 

ジャパン・フェスティバル財団理事会のメンバーはすべてがボランティアであり財団の活動に対していかな

る報酬も発生しておりません。 
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